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新 しく開発 されたセファロスポリン系の注射用抗生物質cefclidinを,泌 尿器科領域感染症13

例 に投与 し,そ の有用性 と安全性について検討 した。本剤1回0.5g又 は1gを1日2回,5～8

日間点滴静注し,UTI薬 効 評価基準第3版 及び主治医判定に従って効果 を判定 した。UTI薬 効

評価基準による判定(6例)は,excellent 2例,moderate 2例,poor 2例 で あった。主治

医判定(12例)は,excellent 8例,good 3例,poor 1例(有 効率91.7%)で,残 りの1

例 は起炎菌が真菌 のため判定不能 とした。臨床検査3値の軽度異常 を13例 中1例(7.7%)に 認 め

たが,自 他覚的副作用 は1例 も認めなかった。
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Cefclidin(CFCL)1)は,新 しく開発 されたセファロ

スポリン系の注射用抗生物質で,グ ラム陽性菌及びグ

ラム陰性菌に対 して広範囲な抗菌 スペ ク トラムを有 し,

その作用は殺菌的である。 また β-lactamaseに 対 し

て安定で,β-lactamaseを 産 生す る各種の腸内細菌や

Aeudomonas aeruginosaに 対 して優れた抗菌力 を示

す。血清 蛋 白結合 率 は他 剤 と比べ て極 め て低 く

(Humanで は3.2%),血 中では大部分が遊離体 として

存在するため,優 れた体 内分布 を有する。特に腎への

移行に優れ,ほ とん どが未変化体の まま尿中に排泄す

ることから,尿 路感染症における効果が期待 され る。

今回,本 剤を複雑性尿路感染症及び急性精巣上体炎

に使用する機会 を得,そ の安全性 と有用性 について検

討したので報告する。

昭和63年11月 よ り平成3年3月 までに,東 北大学泌

尿器科及び関連病院において,16歳 以上の入院患者を

対象とした。検討症例 は慢性複雑性膀胱炎2例,慢 性

複雑性腎孟腎炎4例,急 性精巣上体炎7例 の計13例 で,

年齢は31～80歳 に分布 していた。患者背景 をTable 1

に示す。投与方法は慢性複雑性尿路感染症では1回1

9,急 性精巣上体炎では1回0.59,各 々1日2回,5

～8日 間
,総 投与量5g～16gを 点滴静注 した。効果判定

は主治医及びUTI薬 効 評価基準第3版2)に 従 って行 う

とともに,自 他覚的臨床症状の推移 を考慮 し,excel-

lent,good,fair,poorの4段 階で主治医判定 を行った。

また,臨 床検査値の異常 と副作用の出現か ら安全性の

検討を行 った。

UTI薬 効 評価基準に基づ く効果の評価可能例は慢性

複雑性尿路感染症6例 のみで,そ の総合臨床効果は,

excellent2例,moderate 2例,poor 2例 であった

(総合臨床効果 をTable 2に,群 構成率および群別総合

有効率 をTable 3に 示す)。主治医判定は慢性複雑性尿

路感染症の6例 ではexcellent 3例,good 2例,poor

1例,急 性精巣上体炎の7例 ではexcellent 5例,good

1例 で,残 りの1例 は起炎菌が真菌のため効果判定不

能であった。慢性複雑性尿路感染症の細菌学的効果

(Table 4)は,全11株 中Serratia mrcescens 1株 と

Serratia liguefaciens 1株 が存続 したが,他 の菌 は全て

除菌 され,菌 消失率 は81.8%(9/11)で あ った。投与

後出 現菌 としてEnterococcus faecalis, Enterococcus

faecium, Pseudomonas cepacia各1株 が見られた。急

性精巣上体炎におけ る細菌尿の検出では,7例 中3例

*〒980仙 台市青葉 区星陵 町1 -1
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Table 1-1. Clinical summary of UTI patients treated with cefclidin

CCC : chronic complicated cystitis 
CCP : chronic complicated peylonephritis 
YLO : yeast like organism 
CNS : coagulase negative Staphylococcus

Table 1-2. Clinical summary of epididyimitis treated with cefclidin

YLO : yeast like organism
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Table 2. Overall clinical efficacy of cefclidin in complicated UTI

Bacteriological response

* regardless of bacterial count

Table 3. Overall clinical efficacy of cefclidin classified by the type of infection

でE.faecalis2株,KlebSiella oxytoca 1株,YLO 1

株が検出されたが,4例 では菌は検出されなか った。

安全性の検討では,臨 床検査値の軽度異常を13例 中

1例(7.7%)に 認 めたが,自 他覚的副作用は1例 も認

めなかった。

今回我々が行った臨床的検討 でもCFCLは 当初の期

待を裏切 るものではな く,複 雑性 尿路感染症6例 の

UTI薬 効 評価基準 による疾 患病態群別か らみ る と,

Group 2(post prostatectomy)1例,基 礎疾患にrenal

stoneを 持つGroup 3(upper UTI)2例,Group 5

(indwelling catheter)3例 とい う治療に苦慮す る患

者背景 であることを考慮すると良好な結果であった。

UTI薬 効評価基準でpoorと 判 定された2例 は,解 熱 と

いう明かな臨床症状の改善 を見てお り,主 治医判定 で

は6例 中5例 がgood以 上 の評価であった。

急性精巣上体炎7例 の主治医判定では,判 定可能 な
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Table 4.Bacteriological response to cefclidin in complicated UTI

* regardless of bacterial count CNS: coagulase negative Staphylococcus

6例 は全例症状が消失 し,good以 上 の非常に良好な評

価 を得た。その理由の1つ として6例 中5例 が35歳 以

上であったことが あげ られ る。Hamisch3)やBerger4)

らは,35歳 未 満 とそれ以上では病原菌が明らかに異な

ることを精巣上体の穿刺検体を用いて証明してお り,

若年者ではChlanydiaが,年 配者ではEscherichia coli

が 主 な病原体であった。今回我々が行 った細菌尿の検

出では急性精巣上体炎の起炎菌を断定するには至 らな

か ったが,本 剤が有効 なE,coli等 が 原因となっていた

と予想 され る。精巣上体炎では可能 な限 り吸引や生検

を行 い,Chlamydiaを 検査項 目に含めて,起 炎菌 を確定

しなければならない と考 えられた。

本剤による臨床検査値の軽度異常 を13例 中1例(7.7

%)に 認 めたが,一 過性の もので特に問題 とならず,

また自他覚的副作用は1例 も認めなかった。

以上よ りCFCLは 尿路感染症及び精巣上体炎におい

て有用で安全な薬剤であると考 えられた。
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CLINICAL STUDY ON CEFCLIDIN, A NEW ANTIBIOTIC IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS AND ACUTE EPIDIDYMITIS
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Cefclidin, a newly developed cephem, was given at a dose of 0.5g or 1.0g twice a day for 5-8 days
to 13 patients with urologic infections (2 complicated cystitis, 4 complicated pyelonephritis and 7

acute epididymitis). Clinical efficacy of the complicated urinary tract infections were excellent in 2,

moderate in 2 and poor in 2 as judged by the Japanese UTI Drug Evaluation Criteria, and excellent
in 3, good in 2 and poor in 1 by physicians' evaluations. The physicians' evaluations of acute

epididymitis were excellent in 5, good in 1 and unknown in 1. A slight elevation in y-GTP, restored

to normal value without treatment, was found in 1. Any other subjective or objective adverse
reactions were not noticed.


